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厚
生
労
働
省
が
二
月
二
○
日
に
発
表
し
た

平
成
二
五
（
二
○
一
三
）
年
「
賃
金
構
造
基

本
統
計
調
査
」
に
よ
る
と
、
フ
ル
タ
イ
ム
で

働
く
一
般
労
働
者
の
月
額
平
均
賃
金
（
賞
与
、

残
業
代
除
く
）
は
前
年
比
○
・
七
％
減
の
二

九
万
五
七
○
○
円
と
な
り
、
四
年
ぶ
り
に
減

少
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
景
気
回

復
に
伴
い
、
相
対
的
に
賃
金
水
準
が
低
い
中

小
企
業
で
働
く
人
が
増
え
た
こ
と
な
ど
が
全

体
の
押
し
下
げ
要
因
に
な
っ
た
模
様
だ
。

　

調
査
は
、
全
国
の
主
要
産
業
に
雇
用
さ
れ

る
労
働
者
の
賃
金
の
実
態
を
、
雇
用
形
態
、

就
業
形
態
、
職
種
、
性
、
年
齢
、
学
歴
別
に

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
。

六
月
分
の
所
定
内
給
与
に
つ
い
て
、
一
○
人

以
上
の
常
用
労
働
者
を
雇
用
す
る
民
営
事
業

所
（
六
五
○
○
七
事
業
所
）
の
う
ち
、
有
効

回
答
を
得
た
四
九
四
五
三
事
業
所
の
結
果
を

と
り
ま
と
め
た
。

中
小
企
業
や
福
祉
分
野
の
雇
用
増
が

要
因
に

　

一
般
労
働
者
の
月
額
平
均
賃
金（
男
女
計
）

は
二
九
万
五
七
○
○
円
と
な
り
、
前
年
比
で

○
・
七
％
の
減
少
と
な
っ
た
。
男
女
計
で
の

減
少
は
四
年
ぶ
り
と
な
る
。
そ
の
背
景
に
つ

い
て
厚
労
省
担
当
者
は
、「
景
気
回
復
に
伴
い
、

中
小
企
業
で
の
雇
用
が
堅
調
に
伸
び
た
結
果
、

全
体
の
賃
金
を
押
し
下
げ
る
結
果
と
な
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
賃
金
水
準
が
低
い
福
祉
分
野
で

働
く
人
が
増
え
た
こ
と
が
要
因
と
し
て
あ
げ

ら
れ
る
」
と
説
明
す
る
。

　

男
女
別
に
み
る
と
、
男
性
は
三
二
万
六
○

○
○
円
（
前
年
比
○
・
九
％
減
）、
女
性
は

二
三
万
二
六
○
○
円
（
同
○
・
二
％
減
）
と

な
り
、
男
女
と
も
に
減
少
し
て
い
る
。
男
性

の
減
少
幅
が
大
き
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
男

女
間
の
賃
金
格
差
は
縮
小
。
男
性
の
賃
金
を

一
○
○
と
し
た
場
合
、女
性
の
賃
金
は
七
一
・

三
と
な
り
、
男
女
間
の
賃
金
格
差
は
過
去
最

小
を
更
新
し
た
。
女
性
の
賃
金
を
振
り
返
る

と
、
平
成
元
（
一
九
八
九
年
）
は
男
性
一
○

○
に
対
し
、
女
性
六
○
・
二
と
な
り
、
こ
の

二
五
年
で
一
○
ポ
イ
ン
ト
以
上
、
賃
金
格
差

が
縮
小
し
て
い
る
。

男
性
賃
金
は
五
○
～
五
四
歳
が
ピ
ー
ク

　

男
女
別
に
賃
金
カ
ー
ブ
を
み
る
と
、
男
性

は
年
齢
階
級
が
あ
が
る
に
つ
れ
て
賃
金
が
右

肩
上
が
り
に
上
昇
し
、
ピ
ー
ク
は
五
○
～
五

四
歳
（
四
一
万
七
七
○
○
円
）
と
な
る
。
二

○
～
二
四
歳
の
賃
金
を
一
○
○
と
す
る
と
、

ピ
ー
ク
時
は
二
○
八
と
な
り
、
男
性
で
は
二

倍
超
え
の
水
準
ま
で
賃
金
が
上
昇
す
る
。

　

一
方
、
女
性
の
賃
金
カ
ー
ブ
は
、
緩
や
か

な
軌
道
を
描
き
、
ピ
ー
ク
は
四
五
～
四
九
歳

（
二
五
万
六
九
○
○
円
）
と
な
る
。
二
○
～

二
四
歳
の
賃
金
を
一
○
○
と
す
る
と
、
ピ
ー

ク
は
一
三
五
と
な
り
、
男
性
よ
り
フ
ラ
ッ
ト

な
賃
金
カ
ー
ブ
と
な
る
。

　

年
齢
階
級
別
に
対
前
年
増
減
率
を
み
る
と
、

男
性
の
賃
金
で
は
、
働
き
盛
り
の
三
○
歳
代
、

四
○
歳
代
の
減
少
が
目
に
付
く
。
男
性
の
賃

金
は
、
三
○
～
三
四
歳
（
前
年
比
一
・
一
％

減
）、
三
五
～
三
九
歳
（
同
一
・
六
％
減
）、

四
○
～
四
四
歳
（
同
一
・
七
％
減
）、
四
五

～
四
九
歳
（
同
二
・
六
％
減
）
と
な
り
、
賃

金
水
準
の
高
い
四
○
歳
代
後
半
の
落
ち
込
み

が
目
立
つ
格
好
と
な
る
。

　

女
性
で
は
、三
○
～
三
四
歳
（
前
年
比
○
・

九
％
減
）、三
五
～
三
九
歳
（
同
○
・
二
％
増
）、

四
○
～
四
四
歳
（
同
二
・
○
％
減
）、
四
五

～
四
九
歳
（
同
○
・
一
％
増
）
と
な
り
、
働

き
盛
り
の
年
代
で
も
バ
ラ
ツ
キ
が
み
ら
れ
る
。

男
性
は
す
べ
て
の
学
歴
で
前
年
を 

下
回
る

　

学
歴
別
に
み
る
と
、
男
性
で
は
、
大
学
・

大
学
院
卒
が
三
九
万
五
四
○
○
円
（
前
年
比

○
・
八
％
減
）、
高
専
・
短
大
卒
が
二
九
万

八
八
○
○
円
（
同
一
・
六
％
減
）、
高
卒
が

二
八
万
三
二
○
○
円
（
同
○
・
九
％
減
）
と

な
り
、
す
べ
て
の
学
歴
に
お
い
て
前
年
を
下

回
っ
た
。

　

女
性
で
は
、
大
学
・
大
学
院
卒
が
二
八
万

一
三
○
○
円
（
前
年
比
○
・
五
％
減
）、高
専
・

短
大
卒
が
二
四
万
四
六
○
○
円（
同
○
・
七
％

減
）、高
卒
が
二
○
万
九
○
○
円（
同
○
・
二
％

増
）
と
な
り
、
高
卒
が
前
年
を
上
回
っ
た
。

学
歴
別
に
ピ
ー
ク
の
年
齢
階
級
を
み
る
と
、

男
性
で
は
、
大
学
・
大
学
院
卒
、
高
専
・
短

大
卒
、
高
卒
、
い
ず
れ
の
学
歴
に
お
い
て
も

五
○
～
五
四
歳
と
な
る
。
一
方
、
女
性
は
大

学
・
大
学
院
卒
で
五
○
～
五
四
歳
、
高
専
・

短
大
卒
で
五
五
～
五
九
歳
、
高
卒
で
四
五
～

四
九
歳
と
な
る
。

　

学
歴
別
に
賃
金
カ
ー
ブ
を
み
る
と
、
男
女

い
ず
れ
も
大
学
・
大
学
院
卒
の
賃
金
カ
ー
ブ

が
急
に
な
っ
て
お
り
、
と
く
に
男
性
で
は
そ

の
傾
向
が
強
く
あ
ら
わ
れ
る
。

男
女
と
も
小
企
業
は
前
年
水
準
を 

上
回
る

　

企
業
規
模
別
に
賃
金
を
み
る
と
、
男
性
で

は
、
一
○
○
○
人
以
上
の
大
企
業
が
三
七
万

八
六
○
○
円
（
前
年
比
○
・
五
％
減
）、
一

○
○
～
九
九
九
人
の
中
企
業
が
三
○
万
九
四

○
○
円
（
同
二
・
二
％
減
）、
一
○
～
九
九

人
の
小
企
業
は
二
八
万
五
七
○
○
円（
同
一
・

二
％
増
）と
な
り
、小
企
業
は
前
年
を
上
回
っ

た
。

　

女
性
で
は
、
大
企
業
が
二
五
万
九
四
○
○

円
（
前
年
比
○
・
五
％
増
）、
中
企
業
が
二

二
万
九
七
○
○
円
（
同
○
・
九
％
減
）、
小

企
業
が
二
一
万
一
九
○
○
円
（
同
○
・
八
％

増
）
と
な
り
、
大
企
業
と
小
企
業
が
前
年
水

準
を
上
回
っ
た
。

　

企
業
規
模
別
の
賃
金
格
差
に
つ
い
て
は
、

大
企
業
の
賃
金
を
一
○
○
と
す
る
と
、
中
企

業
の
賃
金
は
男
性
で
八
二
（
前
年
八
三
）、

女
性
で
八
九
（
同
九
○
）、小
企
業
の
賃
金
は
、

男
性
で
七
五
（
同
七
四
）、女
性
で
八
二
（
同

八
一
）
と
な
る
。

　

賃
金
が
ピ
ー
ク
と
な
る
年
齢
階
級
を
企
業

規
模
別
に
み
る
と
、
男
性
は
す
べ
て
の
規
模

に
お
い
て
五
○
～
五
四
歳
と
な
り
、
大
企
業

が
五
○
万
四
二
○
○
円
（
二
○
～
二
四
歳
の

賃
金
を
一
○
○
と
す
る
と
二
四
一
）、
中
企

ト
ピ
ッ
ク
ス

賃
金
実
態

1

一
般
労
働
者
の
月
額
平
均
賃
金
が
四
年
ぶ
り
に
減
少
―
―
厚
労
省
「
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」



トピックス

Business Labor Trend 2014.4

51

業
が
三
八
万
九
九
○
○
円
（
同
一
九
八
）、

小
企
業
が
三
三
万
五
八
○
○
円（
同
一
七
四
）

と
な
る
。女
性
は
、大
企
業
と
中
企
業
で
ピ
ー

ク
は
四
五
～
四
九
歳
と
な
り
、
大
企
業
は
二

九
万
五
六
○
○
円
（
二
○
～
二
四
歳
の
賃
金

を
一
○
○
と
す
る
と
一
四
六
）、
中
企
業
は

二
五
万
三
五
○
○
円
（
同
一
三
三
）、
小
企

業
で
は
ピ
ー
ク
が
四
○
～
四
四
歳
で
二
二
万

九
四
○
○
円
（
同
一
二
八
）
と
な
り
、
す
べ

て
の
規
模
に
お
い
て
、
男
性
よ
り
緩
や
か
な

賃
金
カ
ー
ブ
を
描
く
。

金
融
保
険
と
教
育
・
学
習
支
援
業
は

高
水
準

　

産
業
別
に
賃
金
を
み
る
と
、
男
性
で
は
、

金
融
業
、
保
険
業
（
四
五
万
九
九
○
○
円
）

が
も
っ
と
も
高
く
、
次
い
で
、
教
育
、
学
習

支
援
業
（
四
四
万
八
○
○
円
）
と
な
る
。
逆

に
も
っ
と
も
低
い
の
は
、宿
泊
業
、飲
食
サ
ー

ビ
ス
業
（
二
六
万
三
七
○
○
円
）
と
な
る
。

女
性
で
は
、
教
育
、
学
習
支
援
業
（
三
○
万

七
一
○
○
円
）、
が
も
っ
と
も
高
く
、
宿
泊
業
、

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
（
一
八
万
五
七
○
○
円
）

が
も
っ
と
も
低
く
な
る
。

　

賃
金
カ
ー
ブ
を
み
る
と
、男
性
で
は
、も
っ

と
も
高
い
金
融
業
、
保
険
業
が
四
五
～
四
九

歳
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の
後
、
六
○
～
六

四
歳
ま
で
大
き
く
下
降
す
る
。
一
方
、
宿
泊

業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
（
他

に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
）
で
は
、
賃
金
カ
ー

ブ
が
緩
や
か
な
も
の
と
な
る
。
一
方
、
女
性

の
賃
金
カ
ー
ブ
は
、
教
育
、
学
習
支
援
業
や

金
融
業
、
保
険
業
は
年
齢
が
あ
が
る
に
つ
れ
、

お
お
む
ね
賃
金
は
上
昇
し
て
い
る
も
の
の
、

製
造
業
や
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

は
、
緩
や
か
な
動
き
を
示
す
。

　

産
業
別
に
前
年
比
で
み
る
と
、
男
性
は
、

建
設
業
（
前
年
比
二
・
三
％
増
）、
サ
ー
ビ

ス
業
（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
）（
同
二
・

二
％
増
）
な
ど
が
プ
ラ
ス
と
な
る
一
方
、
情

報
通
信
業
（
同
三
・
一
％
減
）、
運
輸
業
、

郵
便
業
（
同
一
・
七
％
減
）
な
ど
が
マ
イ
ナ

ス
と
な
っ
た
。
女
性
で
は
、建
設
業
（
同
一
・

五
％
増
）、
学
術
研
究
、
専
門
・
技
術
サ
ー

ビ
ス
業
（
同
一
・
四
％
増
）
な
ど
が
プ
ラ
ス

と
な
る
一
方
、
情
報
通
信
業
（
同
三
・
七
％

減
）、
サ
ー
ビ
ス
業
（
他
に
分
類
さ
れ
な
い

も
の
）（
同
三
・
○
％
減
）
は
マ
イ
ナ
ス
と
な

る
。
男
女
と
も
、
建
設
業
が
伸
び
る
一
方
、

情
報
通
信
業
の
落
ち
込
み
が
目
立
つ
結
果
と

な
っ
た
。

大
企
業
ほ
ど
雇
用
形
態
間
の 

賃
金
格
差
が

　

雇
用
形
態
別
の
賃
金
（
男
女
計
）
を
み
る

と
、
正
社
員
・
正
職
員
は
三
一
万
四
七
○
○

円
（
前
年
比
○
・
七
％
減
）、
正
社
員
・
正

職
員
以
外
は
一
九
万
五
三
○
○
円
（
同
○
・

六
％
減
）
と
な
り
、
と
も
に
前
年
よ
り
減
少

す
る
。

　

男
女
別
に
み
る
と
、
男
性
の
正
社
員
・
正

職
員
は
三
四
万
四
○
○
円
（
同
一
・
○
％
減
）、

正
社
員
・
正
職
員
以
外
は
二
一
万
六
九
○
○

円
（
同
○
・
七
％
減
）、
女
性
の
正
社
員
・

正
職
員
は
二
五
万
一
八
○
○
円（
同
○
・
二
％

減
）、
正
社
員
、
正
職
員
以
外
は
一
七
万
三

九
○
○
円
（
同
○
・
五
％
減
）
と
な
る
。

　

雇
用
形
態
別
の
賃
金
格
差
に
つ
い
て
は
、

正
社
員
・
正
職
員
の
賃
金
を
一
○
○
と
す
る

と
、
正
社
員
・
正
職
員
以
外
は
男
女
計
で
六

二
（
前
年
六
二
）、
男
性
で
六
四
（
同
六
四
）、

女
性
で
六
九
（
同
六
九
）
と
な
る
。
規
模
別

で
は
、
大
企
業
五
五
（
同
五
五
）、
中
企
業

六
三
（
同
六
三
）、小
企
業
七
○
（
同
七
○
）

と
な
り
、
相
対
的
に
賃
金
水
準
が
高
い
大
企

業
ほ
ど
、
雇
用
形
態
間
の
賃
金
格
差
が
大
き

い
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

部
長
級
で
は
女
性
が
は
じ
め
て 

男
性
を
抜
く

　

役
職
別
賃
金
に
つ
い
て
は
、
常
用
労
働
者

が
一
○
○
人
以
上
の
企
業
で
み
る
と
、
男
性

で
は
部
長
級
が
六
五
万
二
六
○
○
円
（
前
年

比
三
・
四
％
減
）、
課
長
級
が
五
一
万
三
二

○
○
円
（
同
二
・
三
％
減
）、
係
長
級
が
三

八
万
五
九
○
○
円
（
同
二
・
一
％
減
）
と
す

べ
て
の
役
職
で
前
年
を
下
回
っ
た
。

　

一
方
、
女
性
で
は
、
部
長
級
が
男
性
を
上

回
る
水
準
の
六
六
万
七
二
○
○
円
（
同
二
・

八
％
増
）、
課
長
級
が
四
四
万
四
二
○
○
円

（
同
○
・
六
％
減
）、
係
長
級
が
三
三
万
五

一
○
○
円
（
同
四
・
一
％
減
）
と
な
る
。

　

女
性
部
長
級
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
と
、

前
回
調
査
（
二
〇
一
二
年
分
）
で
は
、
六
四

万
九
一
○
○
円
で
、
男
性
部
長
級
（
六
七
万

五
五
○
○
円
）
を
下
回
っ
て
い
た
も
の
の
、

前
年
比
一
六
・
一
％
増
と
大
幅
な
伸
び
を
示

し
て
い
る
。
今
回
調
査
（
二
〇
一
三
年
分
）

で
は
伸
び
率
は
二
・
八
％
増
に
と
ど
ま
っ
た

も
の
の
、
金
額
で
は
は
じ
め
て
男
性
を
追
い

抜
く
結
果
と
な
っ
た
。
厚
労
省
担
当
者
は
、

「
調
査
対
象
が
少
な
く
ブ
レ
の
要
素
も
あ
る

が
、
管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
増
え

て
お
り
、
勤
続
年
数
が
伸
び
て
い
る
こ
と
な

ど
も
背
景
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
説
明

す
る
。

短
時
間
労
働
者
の
賃
金
が
過
去
最
高
に

　

一
方
、
短
時
間
労
働
者
の
一
時
間
当
た
り

の
賃
金
に
つ
い
て
は
、
男
性
が
一
○
九
五
円

（
前
年
比
○
・
一
％
増
）、
女
性
が
一
○
○

七
円
（
同
○
・
六
％
増
）
と
な
り
、
労
働
需

給
の
逼
迫
も
あ
り
、
男
女
と
も
過
去
最
高
の

水
準
を
更
新
し
た
。

　

年
齢
階
級
別
に
み
る
と
、
男
性
は
二
五
～

二
九
歳
以
降
は
一
○
○
○
円
を
超
え
て
お
り
、

も
っ
と
も
高
い
の
は
六
○
～
六
四
歳
の
一
二

三
七
円
（
前
年
比
二
・
七
％
増
）、
全
年
齢

階
級
で
も
っ
と
も
高
い
伸
び
を
示
し
た
。
女

性
に
つ
い
て
も
、
二
五
～
二
九
歳
以
降
は
一

○
○
○
円
を
超
え
、
も
っ
と
も
高
い
の
は
三

五
～
三
九
歳
の
一
○
六
八
円
（
同
一
・
一
％

増
）
と
な
る
。
男
性
同
様
、
六
○
～
六
四
歳

（
一
○
○
六
円
）
は
前
年
比
一
・
九
％
増
と
、

全
年
齢
階
級
で
も
っ
と
も
高
い
伸
び
を
示
し

た
。厚
労
省
で
は
、そ
の
背
景
に
つ
い
て
、「
改

正
高
齢
法
の
影
響
も
あ
る
が
、
非
常
勤
の
医

師
や
大
学
講
師
な
ど
、
専
門
性
の
高
い
職
種

で
仕
事
を
す
る
人
が
増
え
た
こ
と
が
要
因
に

あ
る
」
と
み
て
い
る
。

　

企
業
規
模
別
に
一
時
間
当
た
り
の
賃
金
を

み
る
と
、
男
性
で
は
大
企
業
が
一
○
五
二
円

（
前
年
比
○
・
二
％
減
）、
中
企
業
が
一
一

三
三
円
（
同
二
・
四
％
増
）、
小
企
業
が
一

一
一
七
円
（
同
一
・
七
％
減
）、
女
性
は
大

企
業
が
一
○
○
五
円
（
同
○
・
七
％
増
）、

中
企
業
が
一
○
二
一
円
（
同
一
・
六
％
増
）、

小
企
業
が
九
九
七
円
（
同
○
・
五
％
減
）
と

な
り
、男
女
と
も
、中
企
業
が
前
年
を
上
回
っ

た
。

　

産
業
別
に
一
時
間
当
た
り
の
賃
金
を
み
る

と
、
一
○
○
○
円
を
超
え
る
の
は
、
男
性
で

は
、
製
造
業
（
一
一
九
八
円
）、
運
輸
業
、

郵
便
業
（
一
一
二
八
円
）、サ
ー
ビ
ス
業
（
他

に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
）（
一
○
七
八
円
）、

女
性
で
は
、
医
療
、
福
祉
（
一
二
四
九
円
）

と
な
り
、
女
性
の
医
療
、
福
祉
の
高
さ
が
目

立
つ
格
好
と
な
っ
た
。　
（
調
査
・
解
析
部
）


